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研究成果の概要： 本研究では、人が成長していく過程で倫理観がどのように変わっていくか

についてアンケート方式で調べ、次のことを明らかにした。大学や企業等で活動を続けるうち

に、技術者倫理の意識は次第に明確になっていく。技術者倫理教育の役割は、倫理的情報に対

する感度を養い、人命第一の考え方を植えつけ、正しい行動指針を構築するための基礎を築く

ことである。また、JABEE 教育プログラムの実施が、学生の技術者倫理意識の向上に有効であ

ることを確認した。 

 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度  

総 計 3,700,000 300,000 4,000,000 

 
 
研究分野：技術者教育 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、科学教育 
 
キーワード：技術者倫理，工学教育，JABEE，教育プログラム，教育効果，コミュニケーショ

ン  
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 社会構造が複雑化し、かつ、科学技術が高
度に進化した今日の社会では、物事を一面だ
けから単純に捉えることが難しくなってい

る。それだけに、技能および技術を手にして
専門職に従事する者は、あらゆる局面で説明
責任を問われるようになった。人々は多面的
観点からものごとに接し、判断し、自分の意
思の下で自律的に行動しなければならない。



専門的な技術を身に付けた人たちは、人間が
作る社会の中で、人々の安全、健康、福利を
念頭にそれらの向上を強く意識して行動す
るべきである。技術者は、社会に与える影響
を考慮し、自分が携わっている技術を使いこ
なすようにしなければならない。 

技術者には、専門的な職業人としての優れ
た職務上の分析力・遂行力とともに、優れた
倫理的な想像力・判断力などが要求される。
専門的な技術職に就いている大多数の人た
ちは、日常の行動において、これらのことを
特に意識することはない。しかし、一旦何か
の問題に遭遇したとき、技術者本人、問題の
対象者、あるいは、傍観者を含む第三者の誰
かが、改めて技術者としての専門的な能力と
役割について意識することになる。すでに専
門職に従事している人は言うまでもないが、
専門的な技能と技術をこれから身につけよ
うとしている準備過程にある人たちが、専門
職とは何であるかをよく理解し、それに関連
する内容を整理分析し、正しい行動に向かう
ための判断力を養成しておくことは、きわめ
て重要なことである。 
以上の状況の下で、技術者倫理教育の位置

付けは、以前に増して明確になってきた。足
場を固めた、しっかりとした教育推進の必要
性が増してきたと言える。 
 
 
２．研究の目的 
 
 信州大学繊維学部では現在、先進ファイバ
ー工学研究教育拠点としてグローバル COE
プログラムをはじめ複数の大型プロジェク
トを推進しており、繊維科学技術に関する優
秀な人材育成に努めている。また、本学部に
は JABEE 認定取得済みの学科が二つあり
（精密素材工学科、機能機械学科）、教員た
ちは、自主的な考えの下に自律的に行動でき
る優秀な人材を育成すべく、教育プログラム
を進めている。本申請者らは、学内での人材
育成のための教育活動に加えて、産学連携活
動も通して、人材育成に関わる総合的な研究
教育システムの構築を進めている。特に、昨
今の社会的な要請を受けとめ、技術者倫理教
育に注力して倫理意識の向上と定着化を図
っている。 

以下に、本研究の目的の要点を整理してお
く。 

研究で明らかにしたいこと、推進すること
を次に記す。 
（1）高校、大学、企業と変化していく過程
で人の倫理意識はどのように変わっていく
かについて注目し、その人のキャリアパスと
倫理観の変化を調べる。その結果に基づいて、
教育プロセスの中のどの段階でどんな事例
を採り上げて教育を行うのが効果的である

か、明らかにする。 
（2）集中的に行う進め方と少しずつ長く行
う進め方のどちらの教育効果が高いか、明ら
かにする。 
（3）教育効果をどのように測定するのがよ
いか、具体的に考察する。 
（4）事例収集とその内容の分析を行い、教
育への効果的な応用を考える。 
 
 本研究では、今日の立場に至るまでの技術
者のプロセスを一つの座標軸として考える。
社会の一員として人々との関係の中で育っ
てきた倫理観念について、科学社会論的見地
から調べていく。この取り組み方に特徴と独
創性があると考える。研究成果を将来に向け
た継続的な教育に応用していくことに研究
の意義がある。 
 
 
３．研究の方法 
 
 日本語版および同内容の英語版の２種類
のアンケート用紙を用意した。日本語版は日
本の大学と企業における調査に使用し、英語
版は韓国、中国をはじめとする海外での調査
に使用した。 
 大学生と大学院生に対する調査では、教室
または研究室で教員が学生たちに簡単な趣
旨説明をした後に用紙を配布して記入して
もらった。アンケートを実施した学生集団は、
授業のクラスまたは研究室メンバーであっ
たが、どの単位で実施するかについては依頼
先に一任した。学生に対する説明は、研究推
進担当の一人（阿部）が直接現地で行った場
合と先方大学の教員に依頼した場合があっ
た。企業人に対する調査では、企画部門等の
窓口に個人への用紙配布から回収までの一
連の作業を依頼し、実施方法はその企業に任
せた。 
 質問は、次に記す観点から複数の設問によ
り行った。大学生・大学院生向けと企業人向
けは、質問の文章と内容は少し異なるが、調
査の観点は両者で同じになるようにした。 
①「技術者倫理」という言葉および内容の認
知度合い、 
②勉学姿勢：興味の感じ方と情報収集態度、 
③「技術者倫理」に対する意識の持ち方、 
④情報源：受講経験の有無、技術者倫理に関
する情報をどこから得たか、 
⑤「技術者倫理」について有用だと思ってい
るか、 
⑥教育の時期としていつごろがよいと感じ
ているか、 
⑦技術者倫理観と問題対処に影響を与える
因子。 
今回の調査に協力していただいた大学お

よび企業の回答者の内訳を表 1、2 に示す。 



 
表 1 大学（学部、大学院）回答者内訳 
学 校 人数 

信州大学 国立 331 

A（Ⅰ部） 国立 110 

A（Ⅱ部）  45 

B 国立 55 

C 私立 24 

D 私立 37 

E 公立 22 

F 国立 48 

G 私立 44 

H 公立短大 8 

韓国 1 私立 171 

韓国 2 私立 31 

韓国 3 私立 22 

中国 国立 70 

 
表 2 企業回答者内訳 

組織 資本金 売上高 人数

企業 1   6412 億円 23 

企業 2 375 億円   33 

企業 3 200 億円 1.1 兆円 19 

企業 4 1746 億円 4.1 兆円 20 

企業 5 500 億円 2.4 兆円 10 

企業 6 532 億円 1.4 兆円 33 

企業 7 400 億円 2.7 兆円 29 

企業 8 1353 億円 1.9 兆円 10 

企業 9 2 億円   7 

企業 10 6 億円   67 

企業 11 3000 万円   10 

企業 12 12 億円 191 億円 15 

 
表 2に示した企業はいずれも製造業であり、

1～8 は巨大あるいは大企業と呼ばれる範疇
の企業、10 と 12 は中堅どころのまさに発展
基調にある企業、9 と 11 はいわゆる中小ない
しは小企業と呼ばれる範囲に属する企業で
ある。資本金等のデータは 2007 年 6 月にイ
ンターネットホームページに記載されてい
る情報から得た。 
 
 
４.研究成果 
 
（１）アンケート結果 

アンケートの結果から次のことが明らか
になった。 
①言葉および内容の認知：大学入学時点で多
くの学生は「技術者倫理」という用語を知ら

なかった。ただし、かなりの割合の学生は技
術者倫理に関する話を聞いたことがあった。
学生たちは高校生ぐらいから家族、特に父親
からの影響を受けて技術者倫理に関する話
題に接したようである。企業の従業員の 30％
～60％の人は、業務を通して何かしらの技術
者倫理問題に遭遇した経験を持つ。 
②勉学意欲:日・韓・中の大学生および大学
院生の技術者倫理に対する勉学意欲は高い。 
③技術者倫理意識:日本の学生、企業人、外
国学生のいずれも技術者倫理の意識を高く
持っている。もし技術者倫理に関する事件が
起こったとしたら、日本の学生と企業人は自
ら対処にあたると考えているが、韓国と中国
の学生、特に韓国の学生の中には弁護士に任
せると考えているが人が 50％以上と多かっ
た。 
④情報源:技術者倫理に関することの情報源
として、新聞、TV・ラジオ、教師の三通りの
回答が多かった。情報源として特別のものは
なく日常のニュースに対する感度向上が有
意義であることが確認され、あわせて、教師
の影響もかなり大きいことが結果に出てい
た。教育の重要性を再認識させる結果である。 
⑤有用性感覚:技術者倫理は、人生設計にと
っても、社会貢献のためにも、業務遂行のた
めにも役に立つ、と学生も企業人も同じよう
に考えていることが、改めて明らかになった。 
⑥教育時期:大学在学中と就職後に習うのが
良いとの回答が多かった。専門的知識をある
程度獲得したときが良いと考える。 
⑦最重視対象:日本の学生、外国の学生、企
業人のいずれの場合も、自分、家族、友人を
大切に考えている。その順序に関しては違い
があった。日本の学生は概して自分を最上位
に位置付けている。これに対して、韓国と中
国の学生は、家族の重みが第一である。企業
人も家族を第一であると考えているが、家庭
を持っている人が多いことから当然の結果
であろう。 
⑧日・韓・中の学生比較：差異があった。 
a)技術者倫理という言葉の認知度について
調べたところ、大学入学時点でこの言葉を知
っていた大学生・大学院生の割合は、韓国と
中国のほうが日本より高かった。 
b)もしも一旦ことが起こったとき、弁護士に
任せると考えている人は韓国に多く、今回調
査に協力していただいた3校とも50％超であ
った。 
c)技術者倫理の情報源として、日・韓の学生
は TV・ラジオを第 1に挙げたが、中国の学生
の第 1位は教師であった。 
d)日本の学生は自分をまず大切であると考
えているのに対して、中国と韓国の学生は家
族を第一に位置付けている（上記⑦参照）。 
⑨企業規模の比較:差異があった。 
a)問題が起こりそうになったとき身を挺し



て防止に努める姿勢は、大企業において 50％
以上の人に見られた。一方、中小規模の企業
の人の場合は 50％以下であった。 
b)自ら情報を求めていく勉学意欲は大企業
の人のほうが高い。 
c)中小企業の研修では技術者倫理の話題は
なかったか、あるいは、少なかった。 
⑩学年の違い:技術者倫理問題に遭遇したと
きどうするかという想定質問に対して、誇り
を持って果敢に立ち向かっていこうとする
意気込みは、大学１年生より高学年生になる
につれて低下傾向にあった（表 3、表 4）。こ
れらの表において、たとえば B1 は学部 1 年
生、M1 は大学院修士課程 1年生を表す。 
 
表 3 技術者としての誇り 
  
 
 
 

回答者総

数 

B1 

92 

JABEE

-B3 48 

B3&B4 

112 

M1 

58 

ある 67 名 31 名 51 名 32 名

「ある」

の割合 
77.4% 66.0% 45.9% 55.2%

いいえ 23 名 16 名 60 名 25 名

 
表 4 問題発生防止に対する意識 
 
 
 
 
 

回答者総

数 

B1 

92 

JABEE

-B3 48 

B3&B4 

112 

M1 

58 

ある 72 名 40 名 67 名 29 名

「ある」

の割合 
78.3% 81.6% 61.5% 50.0%

いいえ 14 名 7 名 42 名 27 名

無回答、

重複回答 
6 2 0 2 

 
一方、授業においては、学部の１年生と３

年生に対する授業の比較から、３年生のほう
が事例紹介等に対して意欲的姿勢を示すこ
とを研究推進担当者（阿部）が経験的に感じ
ている。アンケートの結果で意気込みのスコ
アが低下したのは、学生たちが高学年に進む
につれて、現実の社会の情勢を正確に把握す
るようになり、冷静に回答した結果であると
考えることができる。技術が高度になり、社
会が複雑になるほど、技術者倫理に対する意
識を強く持たなければならない。学生たちに、
現実の社会を理解させると同時にこのこと
を教えるために、技術者倫理教育を、高学年
生、ことに大学院生に対しても継続的に実施

することが必要であると考える。 
⑪JABEE 教育プログラムの効果:表 3および 4
の「ある」の割合の欄の数値は、JABEE 教育
対象学生のほうが大きく、一般の学生との違
いが明らかに表われていた。JABEE 教育プロ
グラムの実施は、学生の技術者倫理意識の向
上に効果があると言えよう。一般に、JABEE
教育プログラムでは、FD の効果などにより教
員自身のアクティビティが高くなっている
ことが多く、アンケート調査結果にこのよう
な教員の取組み姿勢の影響が反映していた
可能性がある。 
  
（２）技術者倫理意識の形成過程とそれに適
した教育への取組 
 アンケート調査を通して標記について次
のように考察した。 

問：「あなたは将来就職して組織の一員になっ
たとき、技術者としての誇りを持ち続けて行
動する自信がありますか。」 

①技術者倫理教育の意義は、技術者倫理意識
の育成プロセスを効果的に推進することに
ある。倫理観の育成と定着の程度を測るため
には、何年にもわたって追跡調査を実施しな
ければならない。しかし、その実施は容易で
ないために、現在は解決方法の検討が先送り
にされたままになっている。 
②技術者倫理意識を育成するプロセスは、次
の Aから Dまでのステージを経て進んでいく
と考えられる。 
   A:シーズのステージ、 
    B:気づきのステージ、 
    C:育成のステージ、 問：「将来、あなたの周りで技術者倫理に関す

る問題が起こりそうになったときを想定して
ください。そのとき、わが身を挺して問題の
発生防止に努めるでしょうか。」 

    D:定着のステージ。 
③大学入学時の学生の大多数は、シーズのス
テージにあることが確認された。したがって、
大学低学年では技術者倫理という概念を教
えて気づかせることが必要である〔気づきの
ステージ〕。この段階では、日ごろの一般教
養科目または専門科目の中で、教員が技術者
倫理に関係する話題を少しずつ差し挟み、学
生に情報を提供することが重要である。 
④育成のステージでは、倫理的判断のための
物差し作りを支援する教育を行う。そのため
に、体系的な技術者倫理の授業を行うことが
必要である。 
⑤定着のステージは、技術について知識と技
能をある程度習得した大学院生以上が対象
となる。ここでは、一定レベルの倫理的な意
識を保ち続けるように学習を継続的に続け
させる必要がある。そのためには技術者倫理
の話題に対して敏感になるように、授業科目
を設定することが求められる。合わせて、日
ごろの専門的授業の中で、技術者倫理に関す
る話題を取り入れることも重要である。 
⑥技術者倫理の授業は、教員自身のスキルア
ップと十分な準備が必要である。準備不足で
学生に討議させるような授業は、時間の浪費
である。 
⑦高学年生（大学院修士課程以上）を対象に



討議と発表を中心とした仮想体験的な授業
を行うことは、技術者倫理意識を定着させて
いくために望ましい。 
 
（３）本研究の国内外における位置付けとイ
ンパクト 
 本研究では、高校、大学、企業と変化して
いく過程で人の技術者倫理観がどのように
変わっていくのかについて、国内外の実際の
教育現場を調査の場として、広範囲にアンケ
ートを実施し、同時に、筆者（阿部）が実際
に行う授業の中で調査結果の検証を行って
きた。 

本研究は、教育方法を探るための実証的な
試みであり、一連の調査を通して、多くの教
育関係者の参考となるべき結果を得ること
ができたと考える。また、環太平洋地域の大
学（韓国、中国、米国、オーストラリア、ニ
ュージーランド）を回り、ヒヤリングとアン
ケート調査を行ったが、わが国の技術者倫理
教育への取り組み姿勢が他国より先行して
いることが明らかとなった。本研究遂行のた
めに現地で行った討議が、それらの大学の教
員に少なからず影響を与えたはずである。 
 
（４）今後の展望 

現在、技術者倫理教育の実施時期と教育方
法については、各大学で試行錯誤しながら検
討中であるといった状態である。その理由と
して考えられることは、次の通りである。 
①実際に企業等で、国内外のライバル企業と
競争し、人をリードし、技術を活用して製品
開発やビジネスに携わった経験を十分に持
つ大学教員は少ない。そのため、多くの教育
現場では、他の学問と同様に根本からの座学
の域を脱することができず、また、それ以上
のことをあまり考えていない。 
②米国流の事例紹介とそれに関する討議・研
究は、間違いなく効果的な教育手法である。
しかし、それが確固とした倫理観の育成をも
たらしているか否か実証されていない。 
③ディベートなどの手法は、コミュニケーシ
ョン能力の育成と印象の定着には有効であ
るが、学生にとっては必ずしも真の技術者倫
理観の育成につながらない可能性がある。 
④教育効果の測定がきわめて難しい。技術士
試験の問題の活用を筆者も試みたが、日本語
の読解力があれば、ある程度の高得点を取る
ことが可能である。また、技術者倫理意識の
発達を追跡調査するためには、大学を出た後
何年にもわたって調べなければならず、現実
的な作業ではない。 
 このように課題は多いが、信州大学繊維学
部および大学院（上田キャンパス）では、上
に述べた気づきのステージから定着のステ
ージに向けて、技術者倫理意識の育成を効果
的に進めるために、技術者倫理のカリキュラ

ムを検討していきたいと考えている。 
 さらに、企業内で技術者倫理観に最も強く
影響を与える要因を改めて明確にすること
は、健全な産業の発達にとって必須である。
そこで、今後はこのことについても、現場に
密接した調査を行うことが必要であると考
える。 
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